
【「地域の負担」を心配する声】
•「これ以上、自治会や住民の負担が増えるのは困る」というご意見が最も多く寄せられました。

•「すでに地域の草刈りなどが負担になっている」という切実な声や、「管理の手間や費用がかか
るなら利活用には反対」という厳しいご意見もありました。
•「土地は水害対策のために提供したものであり、利活用のために地域の負担が増えるのは、
本末転倒だ」という、利活用の根本に関するご意見もありました。

【管理の方法やルールに関するご提案】
•ゴミ問題や火災、治安の悪化を心配し、キャンプやバーベキューを禁止したり、利用者に制限
を設けたりするなど、厳しいルールを求める声がありました。
•行政任せにするのではなく、利用者自身が責任をもって管理すべきだという意見や 利用目
的（公園、農地など）に応じて管理主体を柔軟に変えるべき、といった提案もありました。

【役割分担や管理責任についての具体的な提案】
•塩崎地区が用地を提供したので、地域の負担にならないように市全体で考えてほしいという
具体的な提案がありました。

塩崎遊水地
だより

～ 塩崎遊水地の利活用に向けて ～
長野市河川課

塩崎遊水地利活用検討協議会 活動レポート
～ 今回は、皆様から寄せられた貴重なご意見等をご紹介します～

遊水地の利活用に関するアンケートに、ご意見をお寄せいただき、感謝申し上げます。

先月号では、アンケート結果について、ご報告いたしましたが、今回はご紹介しきれなかった

自由記述欄にお答えいただいた中から、特に多かったご意見や、重要な視点と思われるものを

中心にご紹介します。

◆ 「利活用に関するアイデア」

【施設や空間に関する具体的なご提案】
•子どもからお年寄りまで楽しめる運動場やマレットゴルフ場、散策路を望むご意見を複数いた
だきました。
•夜間も利用できるように照明を設置してはどうか。
•児童の手形タイルを埋め込んだ遊歩道を作ってはどうか、という心温まるアイデアもありました。
•ドッグランや、キャンプ、バーベキューができる場所を望む声もありました。
•「再び農地に戻すのは、土地を手放した方の気持ちを考えると複雑だ」という、地権者の方の
心情に配慮したご意見もありました。

【活用の方向性やコンセプトに関するご意見】
•「地域の交流の場」としてだけでなく、地域外からも人を呼び込めるような活性化の拠点にして
ほしい、というご意見がありました。
•子どもたちの健康づくりの場として、また防災意識を高める防災教育の場としての活用を期待
する声も寄せられました。
•「唐猫（からねこ）公園」という名称の提案など、地域に愛着が湧くような工夫についての
アイデアもいただきました。

◆ 「その他のご意見・ご要望」

【情報公開と丁寧な説明を求める声】
•「事業費のコストパフォーマンスについて説明してほしい」「そもそも所有者は誰なのか、前提
を明らかにしてほしい」といった、事業の透明性を求めるご意見がありました。

【安全・交通面への配慮】
•「近隣に小学校があるので、子どもの安全を最優先にしてほしい」といったご要望や、「交通量
が多い道路からの出入りになるため、安全対策をしっかりしてほしい」という具体的なご指摘が
ありました。

【若い世代の声】
•「今後、地域を担う若い世代の意見を重点的に聞いて、取り入れてほしい」という建設的で
前向きな提案をいただきました。

【土地への想い】
•「亡き義父が大切にしていた土地なので、多くの人が交流できる場所になれば、義父も喜んで
くれると思う」といった、土地への愛着や温かい想いが寄せられました。

今回いただいたすべてのご意見を真摯に受け止め、塩崎遊水地利活用協議会で

共有し、今後の検討に活かしてまいります。引き続き、この「塩崎遊水地だより」等

を通じて、状況をご報告させていただきます。

ご意見、ありがとうございました。

お問い合わせ

●事業全般に関すること 千曲川河川事務所 流域治水課 電話 ０２６-２２７-９４３４

●用地に関すること 〃  用地第一課 電話 ０２６-２２７-７６１３

●工事、事業用地の管理に関すること 〃  戸倉出張所 電話 ０２６-２７５-０１３３

●利活用に関すること 長野市役所 河川課  電話 ０２６-２２４-５１１７

その他にも、事業の進め方や安全面への配慮など、多岐にわたるご意見をいただきました。

「こんな施設が欲しい」「こんな風に使いたい」といった、様々なアイデアをいただきました。

◆ 「維持管理についての考え」

利活用とともに、多くの方が懸念されているのが維持管理の問題です。「誰が」「どのように」
管理していくのか、様々な視点からご意見が寄せられました。
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※４面に続く
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※交通誘導員配置や新たな通行ルートは現時点の想定であり、
後の協議等により変更が生じる場合があります。

県道77号長野上田線
（塩崎バイパス）

堤防道路（県道462号長野千曲上田自転車道線）は通行可能です
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･･･ 新たな通行ルート

･･･ 工事に伴う通行止区間

･･･ 通行可能ルート

･･･ 工事用車両の通行ルート

【工事用車両の通行ルート 出入口③】
（１０月以降）堤外水路工事車両出入口

※排水樋門工事（木下組）と兼用

堤外水路

【工事用車両の通行ルート 出入口①】
（１０月上旬頃～）周囲堤工事車両出入口

※R18号BP土砂仮置き工事（長野国道）と兼用

【工事用車両の通行ルート 出入口②】
（１０月上旬頃～）周囲堤工事車両出入口

→周囲堤工事進捗に応じて今後出入口を撤去予定
※R18号BP土砂仮置き工事（長野国道）と兼用
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工事範囲
（遊水地事業）

土砂仮置き
ヤード範囲
（長野国道）

･･･

塩崎遊水地 令和８年度周囲堤工事の内容

令和８年度周囲堤工事の概要と併せ、工事用車両の通行ルートや工事に伴う通行止区間
および新たな通行ルートの詳細についてお知らせいたします。
工事用車両は地元車優先で運行し、工事現場外へ出る際は車両一時停止を徹底します。
地域の皆様方にはご不便をおかけいたしますが、ご理解とご協力をお願いいたします。。

周囲堤工事平面図

長野
自動車道

内水対策

周囲堤
L=約160ｍ
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堤外水路
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令和８年度工事実施
令和９年度以降工事予定

県道77号長野上田線
（塩崎バイパス）
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準備工

仮設工

周囲堤盛土工

地内掘削工

堤外水路工

片付け工

※工事期間は令和８年９月時点の情報であり、現地状況等により変更となる場合があります。

敷鉄板設置、試掘等の仮設工

ドローンによる測量作業等

 工事用車両の通行ルートは、周囲堤工事で２箇所（下図緑線、出入口①・②）と堤外水路
工事で１箇所（下図緑線、出入口③）を予定しています。工事用車両出入口には交通誘導
員を配置します。

 工事に伴う通行止区間は、２区間（下図赤破線）を予定しています。周辺を通行の際は、
新たな通行ルート（下図青線）を利用ください。通行止は１０月上旬頃からを予定してお
り、９月下旬頃に現地に予告看板を設置し、事前にお知らせします。

工事用車両の通行ルート・工事に伴う通行止区間および新たな通行ルート

工事名 塩崎遊水地周囲堤その１他工事
工期 令和８年８月１日 ～ 令和９年３月３１日まで
主な工事内容 周囲堤 Ｌ=約３２０ｍ、堤外水路 Ｌ=約２８０ｍ

盛土土砂について 周囲堤盛土で使用する土砂は、遊水地地内掘削（施工範囲内の地内を
約１.０～１.５ｍ掘り下げ）および堤外水路掘削で発生した土砂を
使用する予定です。

受注者連絡先 川中島建設株式会社 監理技術者 兼 現場代理人 大方（おおかた）
     電話 ０２６－２９２－１３４２

【工事に伴う通行止区間（２区間）】
１０月上旬頃から通行止を行います（９月下旬頃に案内看板を設置し、事前に周知いたします）

ご不便をおかけしますが、新たな通行ルート①、②をご通行ください

千曲川
河川事務所

交通誘導員
配置

令和８年度周囲堤工事の概要

･･･

 ８月より準備工と仮設工に着手しました。
  １０月上旬頃より周囲堤盛土工および地内掘削工の着手を予定しております。 工事工程（令和８年９月時点）

周囲堤

排水樋門
（木下組施工範囲）

新たな通行ルート②
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